
 
 
 
 
 

笑顔いっぱいの年に 

園長 關口 泰正 

 

１２月には、つき組が生活発表会を行いました。 

「ブレーメンの音楽隊」の劇をみんなで作り、発表しました。 

小道具等の準備、セリフの言い方や登場人物の細かい動きなど、様々子どもたちが工夫をして、

仲間と一体になって劇を作り上げ、一人一人堂々と表現しました。これまで付けてきた力を発揮し

て、すばらしい発表となりました。 

何よりも光っていたのは、つき組みんなの笑顔です。長い劇をやり遂げた笑顔、友達と気持ちが

通じ合って表現できた笑顔、おうちの人に努力したことを見てもらえた笑顔、等々、いろいろな笑

顔が何よりも素敵でした。 

１２月には、みんなで餅つきもしました。餅つきでも笑顔がいっぱいでした。特に、ゆき組の子

どもたちにとっては、とても重い杵をしっかりと持って、実際に餅をつく体験をしました。子ども

たちの餅をついた後の顔は、がんばったニコニコの笑顔でした。その時に食べた餅の味は格別だっ

たことでしょう。食べた後もみんな笑顔があふれていました。 

生活発表会、餅つきの実施には、保護者の皆様、地域の皆様に大変お世話になりました。ありが

とうございました。 

２０２４年、たきさん幼稚園の子どもたちにとって、さらに笑顔いっぱいの年になってほしいと

思います。そして、保護者の皆様、園の教職員、地域の方々にとっても、笑顔あふれる年になって

ほしいです。 

笑顔や笑うことには、いいことがたくさんあります。 

新しい年も、子どもたちが笑顔で楽しく過ごしていけるように、全教職員で努力して参ります。 

本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

＜１月のねらい＞ 

つき組 ・自分なりの目的をもち、繰り返し試したり挑戦したりする。 

     ・正月遊びを通して、文字や数字に興味関心をもつ。 

     ・冬の自然と関わり、驚いたり、発見したりして、楽しむ。 

ゆき組 ・気の合う友達の中で、自分の思いを出したり､相手の考えを聞いたりして遊ぶ。 

・自分なりの思いをもって、いろいろな活動に取り組む楽しさを感じる。 

・冬の自然や生活に関心をもつ。   
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